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一
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答

弁

第

一

五

号 

   

衆
議
院
議
員
中
川
利
三
郎
君
提
出
身
障
者
の
在
宅
投
票
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 
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閣
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質
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第
一
五
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昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
五
日 

衆
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院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
中
川
利
三
郎
君
提
出
身
障
者
の
在
宅
投
票
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
に
つ
い
て 

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
者
に
つ
い
て
選
挙
権
行
使
の
手
段
を
拡
充
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
の
法
改

正
に
よ
り
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
三
月
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
投
票
所
投
票
主
義
の
原
則
に
対
す
る
例
外
措
置
で
あ
り
、
し
か
も

不
在
者
投
票
管
理
者
の
い
な
い
場
所
で
の
投
票
で
あ
る
こ
と
及
び
過
去
の
い
わ
ゆ
る
在
宅
投
票
制
度
に
お
い
て

種
々
の
弊
害
が
あ
つ
て
廃
止
さ
れ
た
経
緯
に
か
ん
が
み
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で
あ
つ
て
、
公
的
に
証
明
さ
れ

た
書
面
に
よ
つ
て
公
正
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
選
挙
の 



二
に
つ
い
て 

し
た
が
つ
て
、
現
段
階
で
は
、
実
施
後
間
も
な
い
こ
の
制
度
が
、
円
滑
に
、
か
つ
、
過
去
の
よ
う
な
不
正
を

惹
起
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
制
度
の
改
善

を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
実
施
状
況
の
推
移
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
当
日
投
票
所
投
票
主
義
の
例
外
措

置
で
あ
る
の
で
、
過
去
の
経
緯
に
も
か
ん
が
み
、
選
挙
の
公
正
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
配
慮
か
ら
、
個
々
の
手

続
を
綿
密
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
も
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
に
障
害
の
程
度
が
法
定
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
又
は
そ
の
旨
を
証
明
す
る 

昭
和
五
十
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
件
数
は
、
全
国
で
二
万
四
千
七
百
九
十

八
件
で
あ
る
が
、
そ
の
申
請
件
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



 

五 

都
道
府
県
知
事
等
の
発
行
す
る
書
面
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て 

は
、
対
象
者
の
認
定
に
あ
た
つ
て
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
記
載
か
ら
は
そ
の
者
の
障
害
の
程
度
が
明
ら
か
で 

な
く
法
定
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
認
定
し
得
な
か
つ
た
事
例
が
多
か
つ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。 

郵
便
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




